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令
和
三
年
六
月
十
六
日

第
十
四
号

ま

め

び

と

岩
國
白
蛇
神
社
崇
敬
会
会
報

◎
今
年
（
一
～
五
月
）
に
斎
行
さ
れ

た
祭
典
と
行
事

【
月
次
祭
】
令
和
二
年
度
～
令
和
三
年
度

〈
一
月
〉
九
日
・
二
十
一
日

〈
二
月
〉
二
日
・
二
十
六
日

〈
三
月
〉
十
日
・
二
十
二
日

〈
四
月
〉
三
日
・
二
十
七
日

〈
五
月
〉
九
日
・
二
十
一
日

※
参
列
者
の
延
べ
人
数
は
一
二
七
名
で
し
た
。

【
一
月
】
令
和
二
年
度

歳
旦
祭(

一
日
）
・
元
始
祭(

三
日
）

【
二
月
】

節
分
祭(

三
日)

・
紀
元
節
祭(

十
一
日
）

祈
年
祭(

十
七
日)

【
三
月
】

東
日
本
大
震
災
慰
霊
並
び
に
復
興
祈
願
祭

(

十
一
日
）

【
四
月
】
令
和
三
年
度

昭
和
祭(

二
十
九
日
）

【
五
月
】

第
十
一
回
総
代
会
（
十
五
日
）

【
元
日･

元
始
祭
】
一
月
一
日
・
三
日

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
み
え
な
い
中
、
三
が
日
は

果
た
し
て
ど
の
位
の
参
詣
者
が
お
参
り
に
来
ら
れ

る
の
だ
ら
う
か
と
憂
ひ
つ
つ
、
新
年
を
迎
へ
ま
し

た
。
初
日
の
出
を
拝
む
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、

寒
波
の
せ
い
も
あ
り
、
午
前
中
の
初
詣
は
少
な
く

心
配
を
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
列
が
で
き
る

位
に
多
く
の
方
々
に
来
て
頂
き
、
安
堵
致
し
ま
し

た
。
今
年
の
三
が
日
は
昨
年
と
比
べ
る
と
三
割
程

度
の
減
少
で
あ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。

九
時
半
か
ら
の
「
歳
旦
祭
」
に
は
、
七
名
の
参

列
が
あ
り
、
皇
室
の
弥
栄
・
国
家
の
安
寧
と
コ
ロ

ナ
疫
病
の
退
散
の
祈
願
を
致
し
ま
し
た
。
神
前
神

楽
舞
で
は
、
「
豊
榮
の
舞
」
を
奉
納
し
ま
し
た
。

三

日

の

元

始

祭

に

は

六

名

の

参

列

が

あ

り
ま
し
た
。

宮

司

か

ら

は

「

女

性

天

皇

と

女

系

天

皇

」

の

違

ひ

等

に

つ

い

て

の

話

が

あ

り

ま

し

た

が
、
日
本
人

な
ら
知
つ
て

お
く
べ
き
で

せ
う
。

【
節
分
祭
】

二
月
二
日

十
五
時
～

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
人
数
制
限
の
中
、
二
十
四
名

の
参
列
を
得
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
祭
典
後
の
豆

撒
き
神
事
で
は
、
宮
司
が
代
表
し
て
「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
と
拝
殿
四
隅
か
ら
大
音
声
に
て
祓
へ
行

事
を
し
ま
し
た
。
祝
詞
の
中
に
も
「
疫
病
退
散
」

の
奏
上
が
あ

り
ま
し
た
が
、

宮
司
の
心
内

は
参
列
者
共

々
「
武
漢
ウ

イ
ル
ス
撃
退
」

で
あ
り
ま
し

た
。

「豊榮の舞」を奉納する舞姫
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【
九
年
祭
並
天
井
画
奉
納
奉
告
祭
】

十
二
月
十
六
日

こ
の
冬
最
初
の
寒
波
と
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
二

十
八
名
の
参
列
を
得
て
、
当
神
社
の
例
祭
並
び
に

天
井
画
奉
納
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
白
蛇

保
存
会
・
当
神
社
崇
敬
会
会
長
に
本
年
度
就
任
さ

れ
た
森
橋
宏
之
会
長
、
天
井
画
の
制
作
寄
進
さ
れ

た
三
桝
正
典
教
授
も
参
列
頂
き
ま
し
た
。
例
年
六

十
名
近
い
崇
敬
者
の
方
々
で
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
少
人
数

と
な
り
ま
し
た
。

御
扉
開
扉
、
献
饌
、
祝
詞
奏
上
、
「
浦
安
の
舞
」

奉
納
、
玉
串
拝
礼
と
続
き
、
厳
か
の
な
か
祭
典
は

終
了
し
ま
し
た
。
宮
司
と
森
橋
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
広
島
女
学
院
大
学
教
授
の
三
桝
先
生
か
ら
天

井
画
制
作
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
ひ
ま
し
た
。

三
桝
先
生
は
最
近
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
の
「
美
の
壺
」

に
出
演
さ
れ
、
今
流
行
の
「
鬼
滅
の
刃
」
で
も
注

目
さ
れ
て
ゐ
る
市
松
模
様
を
取
り
入
れ
た
襖
絵
な

ど
の
作
品

が
紹
介

さ

れ
ま
し
た
。

此度の例祭も県神社庁岩国支部と

岩国雅楽会の奉仕がありました。

【
「
神
社
本
庁
史
稿
」
解
説
】
（
九
）

《
元
号
法
制
化
へ
》
Ⅱ

神
社
界
挙
げ
て
の
国
民
運
動
に
よ
り
、
元
号
廃

止
の
提
案
を
阻
止
出
来
た
こ
と
は
一
つ
の
成
果
で

あ
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
は
「
明
治
維
新
百
年
」
に
あ
た

り
、
そ
の
記
念
行
事
が
各
地
で
盛
り
上
が
つ
て
ゐ

ま
し
た
。
神
社
本
庁
で
も
そ
の
年
の
三
月
に
「
明

治
維
新
百
年
祭
」
を
斎
行
し
、
そ
の
時
に
政
府
が

元
号
法
制
化
の
た
め
の
責
任
あ
る
声
明
を
出
す
や

う
に
決
議
を
行
ひ
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
の
政
府
の
内
閣
法
制
局
の
考
へ
は
、

元
号
は
事
実
た
る
慣
習
に
過
ぎ
ず
、
御
代
替
は
り

で
新
元
号
に
す
る
法
的
根
拠
は
な
い
と
い
ふ
見
解

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
然
の
ご
と

く
、
猛
烈
な
反
対
の
気
風
が
起
こ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

元
号
制
度
は
慣
習
法
と
し
て
永
遠
に
続
く
と
考
へ

ら
れ
て
き
た
も
の
が
、
政
府
が
あ
や
ふ
や
な
解
釈
を

し
て
ゐ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
は

確
固
た
る
法
的
根
拠
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
要
望

が
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
十
一
月
に
神
道
政
治
連
盟
が
結
成

さ
れ
る
と
真
先
に
、
元
号
法
制
化
運
動
の
推
進
に
当

た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
国
民
へ

の
啓
蒙
活
動
と
、
法
制
化
と
い
ふ
国
会
へ
の
働
き
か

け
と
い
ふ
二
方
面
の
活
動
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

《
続
く
》

【
社
報
で
推
薦
し
た
図
書
一
覧
】

令
和
二
年
十
二
月
～
令
和
三
年
六
月

○
「
日
本
人
は
論
理
的
で
な
く
て
い
い
」

山
本

尚
著
、
産
経
新
聞
出
版

○
「
安
倍
晋
三
秘
録
」

石
橋
文
登
著
、
飛
鳥
新
社

○
「
百
田
尚
樹
の
日
本
国
憲
法
」

百
田
尚
樹
著
、
祥
伝
社
新
書

○
「
私
の
人
間
論
」

福
田
恆
存
著
、
ビ
ジ
ネ
ス
社

○
「
安
倍
家
の
素
顔
」

安
倍
寬
信
著
、
オ
デ
ッ
セ
イ
社

○
「
産
経
新
聞
と
朝
日
新
聞
」

吉
田
信
行
著
、
産
経
新
聞
出
版

○
「
『
女
性
天
皇
』
と
『
女
系
天
皇
』
は
ど
う

ち
が
う
の
か
」竹

田
恒
泰･

谷
田
川
惣
著
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ

○
「
日
本
国
憲
法
八
つ
の
欠
陥
」

百
地
章
著
、
扶
桑
社
新
書

○
「
『
保
守
主
義
者
』
宣
言
」

小
川
榮
太
郞
著
、
育
鵬
社
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・
六
月
二
十
二
日(

火
）
午
前
十
時

［
令
和
二
年
度
崇
敬
会
会
計
監
査
］

・
七
月
十
七
日
（
土
）
午
前
十
時

［
岩
國
白
蛇
神
社
崇
敬
会
役
員
会
］

【
参
拝
記
念
画
の
授
与
】
第
２
弾

当
神
社
拝
殿
の
天
井
画
の
制
作
者
で
あ
る
美
術

家
三
桝
正
典
氏
に
よ
る
「
参
拝
記
念
画
」
の
第
二

弾
が
授
与
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
純
銀
を

ア
ク
セ
ン
ト
に
使
用
し
た
現
代
絵
画
で
、
額
に
装

丁
し
壁
掛
け
と
し
て
イ
ン
テ
リ
ア
に
最
適
と
思
ひ

ま
す
。
Ａ
６
の
大
き
さ
で
一
幅
２
千
円
で
授
与
し

て
ゐ
ま
す
。
崇
敬
者
の
方
に
は
、
郵
送
を
し
ま
す

の
で
ご
連
絡
下
さ
い
ま
せ
。
（
限
定
三
十
幅
）

「
奇
跡
の
白
蛇
が
棲
む
ま
ち
」

岩
国
に
白
蛇
が
出
現
し
た
の
は
、
今
か
ら
お
よ
そ

三
百
年
前
の
江
戸
中
期
の
頃
で
あ
る
。
幕
末
に
は
当

時
の
中
心
街
錦
川
分
流
今
津
川
河
畔
の
吉
川
藩
米

蔵
に
白
蛇
が
現
れ
て
い
る
。
明
治
期
に
は
白
蛇
の
繁

殖
が
岩
国
の
広
い
地
域
に
及
ん
で
い
た
。
大
正
期
に

は
、
三
地
域
（
今
津･

麻
里
布･

川
下)

が
国
の
天
然

記
念
物
の
生
息
地
に
指
定
、
当
時
の
麻
里
布
村
役
場

に
は
白
蛇
が
飼
育
さ
れ
、
神
社
も
創
建
さ
れ
た
。

昭
和
七
年
に
は
旧
吉
川
藩
主
を
通
し
て
、
昭
和
天

皇
に
白
蛇
二
匹
が
献
上
さ
れ
て
い
る
。
終
戦
後
に
は

白
蛇
社
と
共
に
飼
育
所
が
今
津
川
寿
橋
た
も
と
に

移
さ
れ
る
。
昭
和
三
十
年
に
は
岩
国
白
蛇
保
存
会
が

結
成
さ
れ
、
白
蛇
の
飼
育
管
理
を
岩
国
市
か
ら
委
託

さ
れ
た
。
昭
和
四
十
七
年
に
「
岩
国
の
白
蛇
」
と
し

て
、
天
然
記
念
物
の
指
定
替
え
が
行
わ
れ
た
。
昭
和

六
十
年
に
は
、
今
の
天
神
山
（
今
津
町
六
丁
目
）
に
観

覧
所
が
新
設
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

現
在
白
蛇
は
千
数
十
匹
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
元

は
青
大
将
の
白
化(

ア
ル
ビ
ノ)

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
突

然
変
異
が
今
日
ま
で
数
百
年
も
継
続
生
存
し
て
い
る

こ
と
は
、
奇
跡
と
言
え
る
。
そ
の
奇
跡
を
も
た
ら
し
た

も
の
は
、
こ
の
岩
国
地
域
の
住
民
達
の
江
戸
期
か
ら
の

信
仰
で
あ
ろ
う
。
最
も
大
切
な
米
蔵
を
食
害
や
水
害

か
ら
守
っ
た
と
さ
れ
、
弁
財
天
の
化
身
、
神
の
使
い
と

信
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
信
仰
は
新
た
な
奇
跡
を
も
た
ら
し

た
。
そ
れ
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
六
日
、
厳

島
神
社
よ
り
勧
請
さ
れ
た
御
祭
神
が
、
瀬
戸
の
海
を

渡
り
、
御
座
船
よ
り
新
築
の
岩
國
白
蛇
神
社
に
御
鎮

座
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

地
域
住
民
と
全
国
各
地
の
崇
敬
者
約
三
百
名
の

方
々
と
年
間
凡
そ
数
万
人
の
参
詣
者
の
直
向
き
な
信

仰
に
支
え
ら
れ
、
御
祭
神
（
宗
像
三
女
神
・
宇
賀
之

御
魂
神
）
の
御
神
徳
の
高
揚
は
い
よ
い
よ
増
し
、
更
な

る
奇
跡
を
も
た
ら
す
べ
く
、
日
々
の
祭
祀
の
厳
修
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令
和
三
年
の
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
終
息
と
御
国
の
弥
栄
と
皆
様
方
の
開
運
を

切
に
祈
念
す
る
次
第
で
あ
る
。

〈
岩
國
白
蛇
神
社
宮
司
・
平
田
光
寛
〉

(

「
中
国
新select

」
令
和
二
年
十
二
月
三
十
日
『
想
』
か
ら
）

【
掲
示
板
の
設
置
】

令
和
二
年
度
の
崇
敬
者
の
方
の
御
寄
附
を
本
に

し
て
、
昨
年
末
、
新
た
に
拝
殿
前
に
掲
示
板
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
掲
示
場
所
は
あ
つ
た
の
で
す
が
、

神
社
境
内
に
相
応
し
い
掲
示
板
と
な
り
、
参
詣
者

に
よ
く
見
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

アルミニューム合金製の掲示板

崇敬者数
〈令和 3 年 5 月現在〉

２６８名
（個人＝ 252 人、法人＝ 16）

岩国市内；１１７名

山口県内； ２４名

県 外；１２７名

崇敬会入会への勧誘にご協力

をお願ひ致します。
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【
境
内
地
の
整
備
】

令
和
二
年

度

の

崇

敬

会

の

活

動

は

、

境

内

地

の

整

備

で

し

た

。

そ

の

一

つ

が

西

側

入

り

口

の

境

内

地

の

松

の

剪

定

等

で

し

た

。

松

の

他

に

は
、
山
桃
、

平

戸

躑

躅

等

が

あ

り

ま
す
。
樹
木
の
少
な
い
神
社
境
内
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
貴
重
な
植
物
を
大
切
に
保
護
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ

ま
す
。

楠

木

の

御

神

木

が

二

体

境

内

地

に

鎮

座

し

て

ゐ

ま

す

が

、

そ

の

東

側

の

法

面

の

整

備

が

行

は
れ
ま
し
た
。

新

た

に

柵

を

設

け

、

額

紫

陽

花

十

本

を

植

樹

し

ま

し
た
。

《
白
蛇
に
つ
い
て
の
創
作
民
話
》
紹
介
（
Ⅰ
）

『
今
津
川
の
白
蛇
』(

四)

有
田
美
津
枝

作

百
合
の
ひ
た
す
ら
の
姿
を
、
神
も
哀
れ
と
思
し

召
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
夕
方
近
く
、

雨
は
ど
う
や
ら
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
名
残

り
の
甘
し
雨
雫
を
ぱ
ら
ぱ
ら
と
散
ら
つ
か
せ
た
後
、

嘘
の
様
に
カ
ラ
リ
と
晴
れ
上
が
っ
た
の
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。

月
は
煌
々
と
照
っ
て
お
り
ま
し
た
。
澄
み
切
っ

た
秋
の
月
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
止
ん
だ
と
は
言

え
、
激
し
い
一
日
の
雨
に
水
嵩
が
増
し
て
、
濁
っ

た
水
面
は
高
く
ふ
く
ら
ん
で
お
り
ま
し
た
。
恐
る

る
色
も
な
く
、
白
蛇
百
合
は
、
水
の
中
に
入
っ
た

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
幾
度
か
、
激
し
い
流
れ
に
攫

わ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
白
蛇
は
一
心
に
泳
ぎ

続
け
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
月
の
光
に

映
え
て
、
美
し
く
そ
し
て
神
々
し
い
姿
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
ど
こ
迄
泳
い
だ
の
で
ご
ざ
い
ま
し

ょ
う
か
。
そ
の
夜
を
限
り
に
、
百
合
の
姿
は
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
力
及
ば
ず
流

さ
れ
た
の
か
、
沈
ん
だ
の
か
、
そ
れ
と
も
向
こ
う

岸
に
着
い
た
の
か
、
そ
れ
は
、
誰
に
も
解
ら
な
い

ま
ま
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
不

思
議
な
事
は
、
そ
の
相
手
の
彌
三
郎
も
、
そ
の
夜

か
ら
一
緒
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
事
で
ご
ざ
い
ま

す
。
心
配
の
あ
ま
り
、
迎
え
に
出
た
彌
三
郎
が
、

一
緒
に
波
に
呑
ま
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
、

考
え
ら
れ
な
い
事
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も

定
か
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
そ
の
後
も
満
月
の
夜
と
な
る
と
、
ど
こ

か
ら
現
れ
る
の
か
、
美
し
い
白
蛇
が
今
津
川
を
泳

い
で
渡
る
と
、
長
く
人
々
に
言
い
伝
え
ら
れ
て
お

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
〈
終
り
〉

【
第
十
一
回
神
社
総
代
会
】

先
月
の
五
月
十
五
日
、
当
神
社
崇
敬
会
会
長
森

橋
宏
之
氏
を
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
、
全
総
代
十

六
名
中
十
二
名
の
総
代
の
出
席
を
得
て
、
第
十
一

回
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に
先
立
ち
、

拝
殿
に
お
い
て
、
正
式
参
拝
が
行
は
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
森
橋
会
長
の
御
挨
拶
を
頂
き
、
宮
司

が
議
長
を
務
め
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

自
己
紹
介
で
は
、
こ
の
四
月
か
ら
新
た
に
総
代

に
就
任
さ
れ
た
森
橋
新
一
郎
氏
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

令
和
二
年
度
の
祭
典･

行
事･

会
計
の
報
告
が
さ

れ
、
守
川
責
任
役
員
か
ら
監
査
報
告
が
行
は
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
今
年
度
の
祭
典･

行
事
の
予
定

と
、
予
算
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
年
を
通
し
て
み
る

と
甚
大
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
無
か
つ
た
こ
と
、

ま
た
、
御
祈
祷
を
さ
れ
る
方
が
増
え
た
こ
と
等
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

総

代

の

方

か

ら
は

貴

重

な

ご

意

見
を

伺

ふ
こ

と

が

で

き

、

約
二

時

間
に

わ

た

る

有

意

義
な

総

代

会
と

な

り

ま
し

た

。

崇
敬
会
の
会

計
報
告
は
十
二

月
発
行
の
十
五

号
に
て
報
告
し

ま
す
。


